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輝尽蛍光（Opticall-Stimulated Luminescence; OSL）を用いたイメージングプレートは、高い X線

イメージ解像度を示す事からマンモグラフィをはじめとするレントゲン撮影用 X線記録媒体や個

人被ばく線量計として用いられている[1,2]。 

本研究では 1mol.%の Ce3+を添加した CaMgSiO4セラミックスを作成し、その放射線応答特性の

計測および評価を行った。同組成は軽元素から構成するため放射線に対するエネルギー応答が生

体と等価であることが考えられ、特に個人被ばく線量計測への応用が高く期待される。作成した

サンプルは、紫外線および X 線を照射した場合およそ 350-600 nmの波長域で Ce3+を発光中心とし

たブロードな発光が確認された。さらに、X線を照射した後、非常に強い熱蛍光(TSL)および OSL

が認められた。とりわけ OSLでは放射線照射後に光刺激を与える事により Ce3+による強い発光が

確認され、その刺激帯は 400-700 nm にわたる事が確認された(図 1)。また、図 2に示すように放

射線に対する応答は比較的低線量域において線形な特性が得られる事が確認された。検出感度は

計測装置のノイズを考慮した場合およそ数十 mGy であるが、同装置は本材料に最適化されたも

のでは無い為、更なる感度の向上は十分に見込めると考えている。発表では OSLに加え、その他

放射線誘起蛍光特性についても議論を行う。 

  

図 1 OSL発光・刺激スペクトル 図 2 線量応答特性 
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